
  
 

 
 

『
我
孫
子
の
文
化
四
十
年
の
歩
み
』
刊
行 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

美
崎 

大
洋 

昨
年
の
四
月
十
五
日
に
天
神
山
緑
地
の
嘉
納
別
荘
跡
に
嘉

納
治
五
郎
師
範
の
銅
像
が
建
っ
て
早
く
も
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
当
初
、
銅
像
建
立
は
嘉
納
治
五
郎
師
範
生
誕
百
六
十

年
、
我
孫
子
市
制
五
十
周
年
、
さ
ら
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

実
施
に
合
わ
せ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
生
憎
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
令
和
二
年
七
月
は
当
会
が
創
立
さ
れ
て
丁

度
四
十
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
銅
像
建
立
と
と

も
に「
四
十
年
記
念
誌
」刊
行
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
記
念

誌
の
刊
行
に
つ
い
て
は
そ
の
前
年
か
ら
会
員
の
皆
様
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
も
し
て
い
た
こ
と
か
ら
一
部
の
方
は
早
く
か
ら
原
稿
を
お

寄
せ
頂
い
て
い
ま
し
た
の
で
記
念
誌
の
刊
行
を
首
を
長
く
し
て

お
待
ち
頂
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
初
年
度

中
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
度
を
越
し
て
の
刊
行

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

記
念
誌
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
触
れ
ま
す
と
、
先
に
刊
行
し

た
三
十
周
年
記
念
誌
に
続
き
、
そ
の
後
の
十
年
間
を
中
心
に

編
集
し
、
そ
の
間
の
当
会
の
活
動
を
改
め
て
記
録
し
ま
し
た
。

ぺ
ー
ジ
数
は
三
十
年
誌
よ
り
約
五
十
ペ
ー
ジ
も
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
従
来
の
記
念
誌
と
大
き
く
異
な
る
点
は
巻
頭
に
十
ペ
ー

ジ
の
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
を
設
け
た
こ
と
で
す
。
銅
像
建
立
ま
で

の
経
緯
を
文
章
だ
け
で
な
く
カ
ラ
ー
写
真
で
も
見
て
い
た
だ
く

た
め
に
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
の
一
部
に
銅
像

建
立
に
対
す
る
寄
附
者
全
員
の
お
名
前
も
載
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
銅
像
台
座
の
銘
板
と
全
く
同
じ
内
容
で
す
が
、
記
念
誌

で
は
文
字
が
小
さ
く
、
個
別
の
名
前
を
探
す
の
に
は
少
し
ご
苦

労
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
文
は
第
一
章
を「
嘉
納
治
五

郎
先
生
銅
像
建
立
」と
し
、
銅
像
建
立
関
係
記
事
が
約
三
分
の

一
を
占
め
て
い
ま
す
。
第
二
章
は「
研
究
論
文
・随
想
な
ど
」で
、

こ
こ
に
は
従
来
の
記
念
誌
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
会
員

外
の
方
々
か
ら
の
寄
稿
文
（主
に
銅
像
建
立
に
ご
協
力
頂
い
た

方
）も
掲
載
し
ま
し
た
。
第
三
章
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
」、
第

四
章「
こ
の
十
年
の
歩
み
」の
構
成
で
す
。 

お
忙
し
い
中
、
本
誌
に
御
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
星
野
順
一

郎
我
孫
子
市
長
、
丸
智
彦
我
孫
子
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、

ま
た
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上 

げ
ま
す
。 

郷
土
・地
域
の
歴
史
が
そ
の
地
の
文
化
を
育
む
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
我
孫
子
市
の
文
化
は
郷
土
を
愛
し
、
真
面
目
で

か
つ
謙
虚
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
だ
先
人
た
ち
の
活
動
の
歴
史
の

積
み
重
ね
と
言
え
ま
す
。
当
会
は
昭
和
五
十
五
年
七
月
に
創

立
さ
れ
て
以
来
、
会
員
及
び
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
当
会
の
先
輩
を

始
め
と
す
る
歴
代
の
会
員
の
研
究
や
活
動
の
歴
史
が
我
孫
子

市
の
文
化
の
発
展
の
一
翼
を
担
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
郷
土
・地
域
の
歴
史
や
文
化
を
調

査
し
、
学
ぼ
う
と
す
る
人
び
と
の
活
動
を
支
援
し
未
来
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
当
会
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
課
題
と
言
え
ま

す
。
今
後
も
微
力
な
が
ら
我
孫
子
の
歴
史
文
化
遺
産
を
守
り
、

地
域
の
文
化
の
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

十
年
前
の「
三
十
年
誌
」刊
行
の
際
は
丁
度
東
日
本
大
震
災

発
生
の
直
後
で
し
た
。
今
回
も
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
不
透
明
の

中
で
の
刊
行
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
中
が
何
と
な
く
不
安
で
暗

い
雰
囲
気
の
中
、
本
誌
が
少
し
で
も
皆
様
の
何
か
の
お
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
将
来
、
本
誌
を
繙
く
際 

に「
あ
の
コ
ロ 

ナ
騒
ぎ
が

あ
っ
た
時
に

で
き
た
記

念
誌
だ
」
な

ど
と
思
い
出

す

こ
と
が

あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。 

（「
我
孫
子
の
文
化
四
十
年
の
歩
み
」の
表
紙
） 

今
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
は
我
孫
子
市
が「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」を
実
施
す
る
区
域
に
追
加
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
開
催
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。
早
急

に
役
員
会
で
協
議
し
決
定
の
上
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
左
記
は
市
の
対
策
臨
時
本
部
会
議
の
内
容
。 

 

我
孫
子
市
で
は
４
月
２４
日
に
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
臨
時
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
お

い
て
決
定
し
た
対
策
・対
応
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

【
臨
時
本
部
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
対
策
・対
応
】 

（１
）ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域
の
追
加
指

定
に
つ
い
て 

 

〇
期
間
：４
月
２８
日
（水
）か
ら
５
月
１１
日
（火
） 

 

〇
追
加
自
治
体
：我
孫
子
市
、
千
葉
市
、
習
志
野
市
、 

八
千
代
市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
野
田
市
、
流
山
市 

（２
）飲
食
店
への
要
請
に
つ
い
て 

 

飲
食
店
等
の
営
業
時
間
は
、
県
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
午

後
８
時
か
ら
午
前
５
時
は
営
業
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
酒
類
を

提
供
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。 

（３
）施
設
等
の
利
用
制
限
に
つ
い
て 

 
 

各
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

１
．
近
隣
セ
ン
タ
ー
・市
民
セ
ン
タ
ー
：午
後
５
時
閉
館 

２
．
あ
び
こ
市
民
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
：午
後
８
時
閉
館 

３
．
あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
：午
後
５
時
閉
館 

４
．
我
孫
子
地
区
公
民
館
・湖
北
地
区
公
民
館
：午
後
６
時
閉

館 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（以
下
省
略
） 
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（
緊
急
掲
載
） 

各
地
の
七
福
神
巡
り
（
２
回
目
） 

（
ぶ
ら
ぶ
ら
敬
天
愛
人
＝
ブ
ロ
グ
の
タ
イ
ト
ル
） 

佐
々
木 

侑 

（前
回
の
ま
え
が
き
の
一
部
） 

「
・・・会
報
に「
各
地
の
七
福
神
巡
り
」と
題
し
て
ブ
ロ
グ
か
ら
抜

粋
し
た
記
事
を
臨
時
に
掲
載
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
（紙
面
の

都
合
で
写
真
は
省
略
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
）。
近
場
の
七
福

神
巡
り
で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ

う
、
散
歩
が
て
ら
に『
福
』を
探
し
に
、
ご
自
分
に
合
っ
た
七
福

神
を
探
し
に
出
か
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
」 

 

２
０
１
３
年
１
月 

８
日 (

火)  

『
浅
草
七
福
神
巡
り
』と
周
辺
見
廻
り 

 

２
０
１
３
年
、
正
月
元
旦
か
ら
例
年
に
な
く
寒
い
日
が
つ
づ
い

て
い
る
と
感
じ
る
の
は
又
一
つ
歳
を
重
ね
、
冥
土
への
道
が
近
く

な
っ
た
事
か
と
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
？ 

晦
日
か
ら
家
人
達
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
で
総
崩
れ

で
、
日
頃
か
ら
の「
敬
天
愛
人
」に
対
す
る
恨
み
辛
み
が
一
気

に
吹
き
出
し
、
何
や
れ
！
か
に
や
れ
！
と
寝
室
か
ら
の
要
求

が
キ
ツ
イ
。
よ
う
や
く
、
１
週
間
経
ち
小
康
状
態
ら
し
く
這
い

蹲
っ
て
動
き
始
め
た
の
を
見
定
め
、
こ
れ
幸
い
と
見
廻
り
に
出

る
こ
と
が
出
来
た
の
が
、
平
成
２５
年
１
月
６
日
で
あ
る
。 

旧
山
の
会
脱
落
者
寄
せ
集
め
連
合
の
仲
間
が
集
ま
り
少
し

で
も
長
生
き
が
出
来
る
よ
う
、
三
途
の
川
も
金
次
第
で
金
品

に
困
ら
ぬ
よ
う
、
足
腰
く
た
ば
ら
ず
残
り
生
き
様
の
楽
し
み

を
追
求
で
き
る
よ
う
に
と「
浅
草
名
所
七
福
神
」詣
に
で
か
け

た
。 ま

あ
何
と
、
虫
の
よ
い
話
に
は
人
は
こ
う
も
群
が
り
ご
利
益

を
求
め
る
の
か
、
楽
し
い
仲
間
は
一
大
集
団
と
相
成
っ
た
次

第
。 行

程
は「
浅
草
寺
影
向
堂
の
大
黒
天
」→

「
浅
草
神
社
の
恵

比
須
」→

「
待
乳
山
聖
天
の
毘
沙
門
天
」→

「
今
戸
神
社
の
福
禄

寿
」→

「
橋
場
不
動
尊
の
布
袋
尊
」→

「
石
浜
神
社
の
寿
老
神
」

→

「
吉
原
神
社
の
弁
財
天
」→

「
鷲
神
社
の
寿
老
人
」→

「
矢
先

神
社
の
福
禄
寿
」ま
で
。 

そ
の
後
自
然
解
散
で→

ど
ぜ
う
の
飯
田
屋→

蛇
骨
湯→

帰

路
。 歩

数
：19,000

歩
、 

行
動
時
間
：４
時
間
（移
動
時
間
は
約

２
時
間
） 

歩
行
行
程
で
の
特
記
事
項
（都
内
で
も
有
名
な
七
福
神
巡

り
で
あ
る
の
で
、
寄
り
道
・外
れ
道
を
特
記
す
る
）を
記
載
。 

 

＊
浅
草
寺
雷
門
大
提
灯
台
座
の
龍
彫
物 

 

雷
門
は
正
式
名
は
風
神
雷
神
門
（風
雷
神
門
）と
云
う
が
、

何
時
頃
か
ら
か
何
故
か
雷
さ
ま
の「
雷
門
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
江
戸
人
は
短
く
詰
め
て
云
う
の
が
好
き
な
よ
う
だ
。 

こ
の
総
門
は
商
売
の
神
様「
松
下
幸
之
助
翁
」が
浅
草
観
音

さ
ま
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
病
気
平
癒
し
た
の
で
そ
の
報
恩
の
た

め
昭
和
３５
年
（１
９
６

０
）に
寄
進
し
た
も
の
。 

大
提
灯
は
松
下
電

器
産
業
㈱
（現
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
社
）が
寄
贈
し
た

も
の
で
、
そ
の
台
座
の

底
に
金
玉
を
持
っ
た
龍

が
彫
り
込
め
ら
れ
て
い

る
。
覗
き
見
を
お
勧
め

す
る
。 

 ＊
浅
草
神
社
（三
社
さ

ま
）の
恵
比
須
さ
ま
は

七
福
神
の
中
で
只
御
一
人
の
日
本
人
（日
本
生
ま
れ
）の
神
様

で
す
ぞ
！
浅
草
寺
の
観
音
さ
ま
同
様
に
秘
仏
で
見
る
こ
と
か

な
わ
ず
。 

  

浅
草
寺
や
浅
草
神
社
に
お
詣
り
し
て
そ
の
後
の
楽
し
み
は

「
観
音
う
ら
、
奥
浅
草
」と
呼
ば
れ
た
花
街
（か
が
い
）で
の
お
遊

び
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

ち
な
み
に
東
京
の
花
柳
界
（か
り
ゅ
う
か
い
）は
、
東
京
六
花

街
で
構
成
さ
れ
芸
者
さ
ん
な
ど
が
３
０
０
人
頑
張
っ
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。 

東
京
六
花
街
と
は
、
新
橋
（銀
座
８
丁
目
辺
り
・安
政
４
年

頃
か
ら
）、
赤
坂
（溜
池
辺
り
・官
僚
政
界
御
用
達
）、
神
楽
坂

（石
畳
の
小
路
に
風
情
）、
浅
草
（猿
若
町
・山
谷
堀
・広
小
路
）、

芳
町
（浜
町
付
近
・川
上
貞
奴
で
浮
名
）、
向
島
（向
島
５
丁
目

辺
り
・下
町
風
情
）を
云
う
。 

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
八
王
子
（甲
州
街
道
沿
い
・○
○
姉

さ
ん
頑
張
っ
て
る
か
な
？
）。
個
人
的
に
好
き
な
の
は
渋
谷
円

山
町
・品
川
大
井
海
岸
。 

花
街
の
流
れ
は
、
客
が
料
亭
に
い
つ
な
ん
人
で
と
連
絡
、
料
亭

は
見
番
に
予
約
、
見
番
か

ら
芸
者
を
置
屋
に
手
配
、

当
日
、
立
ち
方
（
踊
り
）

地
方
（三
味
線
）が
見
参

す
る
と
な
る
。 

お
座
敷
は
料
理
と
お
酒

と
会
話
に
踊
り
、
お
ま
け

が
ゲ
ー
ム
遊
び
で
２
～
３

時
間
。
ち
な
み
に
男
衆
は

芸
者
さ
ん
の
お
手
伝
い
で

「
箱
屋
」
と
い
う
が
立
派

な
お
勤
め
。 

浅
草
見
番
（三
業
会
館
）

の
見
廻
り 

 

＊
待
乳
山
聖
天
の
三
等
三
角
点 

 

聖
天
さ
ま
本
堂
の
向
か
っ
て
右
裏
辺
り
の
踏
石
で
は
み
出
し

て
い
る
平
ら
な
石
が
三
角
点

を
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
石
の

下
に
三
角
点
標
石
が
埋
ま
っ
て

い
る
。 

待
乳
山
は
標
高
９
，
８
ｍ
で

都
内
で
は
れ
っ
き
と
し
た
山
で

あ
り
江
戸
の
時
代
は
見
晴
が

良
く
、
富
士
山
・筑
波
山
の
眺

望
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
は
ず
、

今
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
。 

ち
な
み
に
都
内
の
三
角
点
は
新
橋
・南
千
住
・愛
宕
山
・江

戸
城
天
守
台
な
ど
に
あ
る
。 

＊
神
社
の
鳥
居
の
形 

我孫子の文化を守る会                           ２ 



 

神
社
の
鳥
居
の
形
で
は
大
き
く
分
け
て
二
通
り
あ
る
。
明
神

（み
ょ
う
じ
ん
）鳥
居
と
神
明
（し
ん
め
い
）鳥
居
で
あ
る
。 

《
明
神
型
》は
２
本
の
柱
の
上
部
に
水
平
材
の「
笠
木
」を
載
せ

外
に
向
か
っ
て
両
脇
を
反
り
上
が
ら
せ
て
い
る
。
上
か
ら
二
本

目
の
横
木
を「
貫
（ぬ
き
）」と
云
う
が
、
柱
の
外
に
飛
び
出
し
て

い
る
。 

《
神
明
型
》は「
笠
木
」に
反
り
が
な
く「
貫
」は
柱
の
外
へ貫
通
し

て
い
な
い
。
伊
勢
神
宮
型
と
も
い
う
よ
う
で
見
た
目
か
ら
素
朴

で
あ
る
。 

 

七
福
神
神
社
で
は
今
戸
神
社
・吉
原
神
社
・鷲
神
社
・矢
先

神
社
は《
明
神
型
》で
、
そ
れ
以
外
の
浅
草
神
社
・石
浜
神
社
が

《
神
明
型
》で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
寄
進
者
の
好
み
に
よ
る
と
こ
ろ

が
多
く
、
祭
神
さ
ま
と
は
関
連
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

★
☆
今
戸
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
★
石
浜
神
社 

 

浅
草
七
福
神
は
九
社
を
巡
る
見
廻
り
で
あ
る
が
、
九
社
に

し
た
理
由
は
後
か
ら
こ
じ
つ
け
た
様
で「
九
は
鳩
で
あ
り
皆
が

集
ま
る
意
味
を
持
ち
、
天
地
の
至
数
で
あ
り
、
易
で
は
陽
を
表

す
」の
だ
そ
う
な
。 

無
事
、
見
廻
り
を
終
わ
り
、
西
浅
草
の「
ど
ぜ
う
の
飯
田

屋
」で
ど
ぜ
う
定
食
（２
，
１
０
０
円
）と
熱
燗
３
本
（１
，
８
０
０

円
）で
締
め
く
く
り
、
近
場
の「
蛇
骨
温
泉
」で
入
浴
（４
５
０
円
）

さ
っ
ぱ
り
。 

２
０
１
４
年
１
月
９
日 (

木) 

『
深
川
七
福
神
』の
見
廻
り 

 

平
成
２６
年
正
月
、
１
月
８
日
（水
）。
午
年
正
月
に
年
が
改

ま
っ
て
暫
く
は
、
そ
れ
な
り
に
寒
さ
は
厳
し
い
け
れ
ど
も
快
晴

の
毎
日
が
続
い
て
い
た
の
だ
が
、
８
日
の
天
気
予
報
は「
曇
り
の

ち
雨
」。
前
か
ら
の
計
画
で
、
モ
ノ
好
き
な
老
年
男
女
の
見
廻

り
随
伴
者
は
２７
人
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。
こ
の
日
の
見
廻
り
を

首
を
長
く
し
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
あ
り
、
雨
な
ど
降

ろ
う
も
の
な
ら
卒
倒
す
る
御
方
も
あ
ら
む
や
と
敬
天
愛
人
の

sa-san

は
悩
み
し
き
り
で
あ
っ
た
。 

旧
知
の
こ
と
は
知
ら
ね
ど
老
い
先
短
く
な
っ
た
こ
の
頃
は
、

人
に
憎
ま
れ
る
事
な
く
平
穏
に
過
ご
さ
れ
む
御
方
々
の
思
い

が
天
に
届
い
た
か
、
見
廻
り
中
は
晴
天
が
続
き
杞
憂
・懸
念
の

思
い
も
な
し
で
あ
っ
た
の
に「
曇
り
の
ち
雨
」と
は
。 

 

本
日
の
行
程 

門
前
仲
町→

成
田
山
深
川
不
動
堂

10:00
→

富
岡
八
幡
宮

（恵
比
寿
）→

冬
木
弁
天
堂
（弁
財
天
）→

法
乗
院
閻
魔
堂→

心
行
寺
（福
禄
寿
）→

本
立
院
間
宮
林
蔵
碑→

円
珠
院
（大
黒

天
）→

龍
光
院
（毘
沙
門
天
）→

霊
厳
寺
の
六
地
蔵→

深
川
稲

荷
神
社
（布
袋
尊
）→

北
の
海
部
屋→

万
年
橋→

芭
蕉
稲
荷

→

深
川
神
明
宮
（寿
老
人
）12:25→

 

（深
川
め
し
）割
烹
み
や

こ12:30

～14:00→

清
澄
庭
園
散
策→

清
澄
白
河
駅 

 

① 

深
川
七
福
神
の
恵
比
須
神
が
お
祀
さ
れ
て
い
る
富
岡
八

幡
宮
は
、
寛
永
四
年
（１
６
２
７
年
）に
創
建
さ
れ
た
。
江
戸
最

大
の
八
幡
さ
ま
で
、「
深
川
の
八
幡
様
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
。 

恵
比
須
神
は
、
富
岡
八
幡
宮
境
内
の
西
側
に
あ
る
恵
比
須
宮

に
奉
祀
さ
れ
て
い
る
。 

エ
ビ
ス
神
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
第
三
子
に
あ
た
る
蛭
子

尊
で
あ
り
、
全
国
の
エ
ビ
ス
信
仰
の
中
心
は
兵
庫
県
西
宮
市
の

西
宮
神
社
。
エ
ビ
ス
神
は
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
狩
衣
を
着
て
、
右

手
に
釣
竿
を
持
ち
、
左
手
に
鯛
を
抱
き
、
岩
の
上
に
座
っ
た
姿

を
し
て
い
る
。
航
海
安
全
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
商
売
繁
盛

の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ビ
ス
顔
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
笑
顔
愛
敬
、
和
顔
愛
語
の
福
徳
を
人
に
授
け
、

か
つ
富
財
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
ま
た
釣
り
関
係
の
人
々
の

信
仰
も
さ
か
ん
で
あ
る
。 

一
月
十
日
を
初
え
び
す
十
日
戎
、
九
日
を
宵
戎
、
十
一
日

を
残
り
戎
と
呼
ぶ
。 

 ② 

冬
木
弁
天
は
、
木
場

の
材
木
豪
商
冬
木
弥
平

次
が
宝
永
二
年
（
１
７
０

５
年
）茅
場
町
か
ら
深
川

に
屋
敷
を
移
転
し
た
際
、

邸
内
の
大
き
な
池
の
ほ
と

り
に
、
竹
生
島
か
ら
移
し

た
弁
財
天
を
安
置
し
た
。 

弁
財
天
は
、
イ
ン
ド
名

を
サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
と
い
う

川
の
神
が
、
音
楽
の
神
、
芸
術
の
神
、
仏
教
の
神
と
な
り
、
才

智
弁
舌
の
神
と
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
、
弁
才
天
よ
り
弁
財
天

と
し
て
、
財
宝
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
商
売

繁
盛
を
授
け
、
芸
道
音
楽

の
仏
神
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

蛇
が
神
使
と
さ
れ
て
き
た
。

江
の
島
、
竹
生
島
、
厳
島
の

弁
財
天
が
、
昔
か
ら
有
名
で

あ
る
。
冬
木
弁
天
堂
は
、
古

義
真
言
宗
に
属
し
て
る
。 

③ 

心
行
寺
は
、
元
和
二
年

（１
６
１
６
年
）京
橋
八
丁
堀

寺
町
に
創
立
さ
れ
た
浄
土

宗
の
寺
で
、
寛
永
十
年
（１
６

３
３
年
）現
在
地
深
川
寺
町
に
移
っ
た
由
緒
あ
る
名
刹
で
あ
る
。 

福
禄
寿
は
、
心
行
寺
の
六
角
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

福
禄
寿
は
、
星
宿
の
神
、
南
十
字
星
の
化
身
と
も
い
わ
れ
て
、

長
寿
を
つ
か
さ
ど
る
人
望
福
徳
の
福
神
で
あ
る
。
背
た
け
が
低

く
、
頭
が
き
わ
め
て
長
く
、
白
髭
童
顔
の
姿
を
し
、
年
齢
数
千

年
と
い
わ
れ
、
長
命
の
鳥
・鶴
を
従
え
長
命
と
円
満
な
人
格
を

人
々
に
授
け
る
福
神
で
あ
る
。 
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ま
た
福
（幸
福
）と
禄
（財
）と
寿
（長
命
）の
三
つ
の
福
徳
を

授
け
る
神
と
も
い
わ
れ
て
き

た
。 

 

④ 

円
珠
院
は
、
日
蓮
宗
の

寺
院
。
円
珠
院
に
安
置
さ

れ
て
い
る
の
は
、
仏
神
の
大

黒
天
。
招
福
の
神
で
あ
り
笑

顔
の
姿
で
台
所
財
宝
糧
食

を
つ
か
さ
ど
る
。
大
黒
天
信

仰
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

一
つ
は
大
国
主
命
と
す
る

流
れ
で
、
こ
れ
は
多
く
神
社

に
祀
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
、
イ
ン
ド
名
を
マ
ハ
カ
ー
ラ
と
い
う
仏
神
の
大
黒
天
で
寺
院

に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

大
黒
は
大
国
に
通
じ
、
大
国
主
命
に
結
合
し
て
福
神
の
形

と
な
り
、
烏
帽
子
狩
衣
を
つ
け
、
右
手
に
小
槌
を
か
ざ
し
、
左

手
に
大
き
な
袋
を
か
つ
ぎ
米
俵
の
上
に
座
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

財
宝
糧
食
を
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
人
々
に
財
宝
を

授
け
る
福
神
で
あ
る
。
米
俵
に
縁
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鼠
は

大
黒
天
の
神
使
に
な
っ
て
い
る
。 

 

⑤ 

龍
光
院
は
、
浄
土
宗
雲
光
院
の
塔
頭
寺
院
で
、
慶
長
十
六

年
（１
６
１
１
年
）馬
喰
町
（中
央
区
）に
創
立
、
天
和
二
年
（１
６

８
２
年
）の
大
火
に
焼
失
し
、
深
川
の
地
に
移
転
し
た
。
昭
和
十

一
年
に
は
境
内
に
毘
沙
門
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
、

戦
災
で
焼
失
し
た
が
復
興
し
、
昭
和
五
十
年
、
木
彫
の
立
派
な

毘
沙
門
天
が
安
置
さ
れ
た
。 

毘
沙
門
天
は
そ
の
福
徳
の
名
声
が
遠
く
十
方
に
聞
こ
え
る

こ
と
か
ら
多
聞
天
と
訳
さ
れ
、
ま
た
財
を
授
け
る
こ
と
か
ら

施
財
天
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の
姿
は
、
身
に
甲
冑
を
つ
け
、
左

手
に
宝
塔
を
捧
げ
、
右
手
に
は
三
叉
戟
（三
つ
ま
た
の
鎗
）を

持
ち
、
忿
怒
の
形
相
で
邪
鬼
を
踏
み
つ
け
毘
沙
門
立
ち
を
し
て

い
る
。 

毘
沙
門
天
は
武
将
の
間
に
信
仰
さ
れ
、
中
で
も
上
杉
謙
信

が
毘
沙
門
天
を
守
護
神
と
し
て
あ
が
め「
毘
沙
門
の
申
し
子
」

と
い
わ
れ
、
志
貴
山
の
毘
沙
門
天
に
祈
願
し
て
う
ま
れ
た
楠
正

茂
が
幼
名
を
多
聞
丸
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
あ
ま

り
に
も
有
名
。 

 

⑥ 

布
袋
尊
の
祀
ら
れ

て
い
る
深
川
稲
荷
神
社

は
、
寛
永
七
年
（１
６
３

０
年
）
の
創
立
の
古
い

神
社
。 

こ
の
神
社
の
裏
の
小

名
木
川
は
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
船
の
往
来

が
は
げ
し
く
、
船
の
修

繕
、
造
船
に
携
わ
る
船

大
工
が
住
み
、
旧
町
名

は
深
川
西
大
工
町
と
い
う
。
こ
の
神
社
は
、
無
住
社
に
し
て
、

町
会
に
よ
っ
て
管
理

運
営
さ
れ
て
い
る
。 

布
袋
尊
は
、
中
国
五
代

の
こ
ろ
に
実
在
し
た

契
此
と
い
う
高
僧
と

い
わ
れ
て
い
る
。
大
き

な
袋
を
持
ち
、
こ
れ
に

食
べ
物
や
日
常
品
を

入
れ
、
杖
を
た
ず
さ
え
、

大
き
な
団
扇
を
手
に

し
、
身
体
は
低
い
が
、

腹
は
太
鼓
腹
、
半
裸
身
、

粗
衣
を
ま
と
い
、
常
に

笑
顔
、
清
貧
に
あ
ま
ん
じ
、
諸
国
を
遊
行
し
、
子
供
と
遊
び
、

酒
脱
、
楽
天
的
な
和
尚
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
わ
が
国

に
伝
来
し
、
清
廉
潔
白
、
大
気
度
量
を
人
々
に
授
け
る
福
神

と
し
て
、
禅
画
や
置
物
ま
で
な
っ
て
親
し
ま
れ
、
信
仰
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

⑦ 

寿
老
神
は
、
深
川
神
明
宮
の
境
内
の
寿
老
神
社
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。
深
川
神
明
宮
は
、
深
川
に
お
い
て
創
立
の
最
も

古
い
神
社
で
あ
る
。
大
阪
摂
津
の
深
川
八
郎
右
衛
門
が
こ
の
付

近
に
深
川
村
を
開
拓
し
、
そ
の
鎮
守
の
宮
と
し
て
慶
長
元
年

（１
５
９
６
年
）伊
勢
皇
大
神
宮
の
御
分
霊
を
ま
つ
っ
て
創
建
し
た
。 

徳
川
家
康
が
こ
の
村
に
来
て
村
名
を
尋
ね
た
が
、
名
が
な
い

の
で
、
深
川
八
郎
右
衛
門
の
姓
を
と
っ
て
深
川
村
と
命
名
せ
よ

と
い
わ
れ
た
。 

以
来
深
川
村
が
発
展

し
、
深
川
地
区
の
各
町
に

冠
せ
ら
れ
た
り
し
、
深
川

の
地
名
の
も
と
に
な
っ

た
。 

寿
老
神
は
寿
老
人
と
も

書
き
、
中
国
道
教
の
神
で

あ
る
。
ま
た
中
国
の
老
子

の
化
身
の
神
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
白
髪
長
寿
の
老

人
の
姿
を
し
て
杖
を
手
に

し
、
杖
に
は
人
命
の
長
寿
を
記
し
た
巻
物
を
吊
し
、
長
寿
を
司

る
寿
老
神
の
神
使
と
さ
れ
る
鹿
を
伴
っ
て
い
る
。 

寿
老
神
は
人
に
延
命
長
寿
の
福
徳
を
授
け
る
福
神
と
し
て
、

信
仰
さ
れ
て
き
た
。 

 

今
回
の
七
福
神
見
廻
り
は
、
寺
社
の
ご
本
尊
・御
神
体
で
は

な
い
が
、
寺
社
各
所
の
七
福
神
本
体
を
具
（ツ
ブ
サ
）に
観
察
見

廻
り
し
、
写
真
に
収
め
る
探
索
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
し
て
正
月

期
間
で
あ
り
、
普
段
で
は
拝
顔
で
き
な
い
七
福
神
御
大
と
直

接
謁
（マ
ミ
エ
ル
）こ
と
が
出
来
た
。

但
し
悲
し
い
か
な
写
真
は
う
す

ら
ボ
ケ
が
多
い
。 

予
定
通
り
に
見
廻
り
を
終
了

し
、
雨
に
も
降
ら
れ
ず
、
深
川
め

し
本
家「
割
烹
み
や
古
」で
全
員

「
深
川
め
し
御
膳
」
で
宴
会
。

sa-san

は
当
然
に
熱
燗
２
合
付
き

で
ほ
ろ
酔
い
の
ご
機
嫌
。 

「
割
烹
み
や
古
」の
紹
介 

大
正
１３
年
創
業
の
下
町
の
料
理
屋
。
日
本
五
大
銘
飯
の
一
つ

が
当
店
の「
深
川
め
し
」。
関
東
風
の
味
を
守
っ
た
日
本
料
理
。 

 

＊
東
京
都
江
東
区
常
盤2-7-1 

電
話
：03-3633-0385 
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我
孫
子
第
一
小
の
児
童
が
銅
像
を
掃
除 

山
口
祐
子
（前
）我
孫
子
第
一
小
学
校
校
長
か
ら
当
会
宛 

に
児
童
が
嘉
納
治
五
郎
銅
像
の
掃
除
を
し
て
く
れ
た
と
の 

大
変
嬉
し
い
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
（左
写
真
・文
章
） 

                          

       

手
賀
沼
遊
歩
道
八
重
桜
巡
り 

村
上 

智
雅
子 

今
年
は
気
温
が
高
く
、
桜
の
開
花
も
手
賀
沼
周
辺
で
は
例 

年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
く
、
染
井
吉
野
は
三
月
二
十
七
日
が 

 
                             

 

 

満
開
日
、
八
重
桜
は
四
月
四
日
が
満
開
日
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
八
重
桜
も
少
し
盛
り
を
過
ぎ
て
い
た
も
の
の
、
御
車
返

し
も
一
葉
も
辛
う
じ
て
見
ら
れ
、
十
種
類
ほ
ど
の
桜
を
堪
能

出
来
ま
し
た
。 

先
ず
は
大
橋
か
ら
遊
歩
道
に
入
る
と
右
手
に
サ
ー
モ
ン
ピ

ン
ク
の
普
賢
像
が
五
、
六
本
、
そ
の
名
に
相
応
し
く
流
麗
な
花

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
冬
の
間
は
立
ち
枯
れ
て
い
ま
し
た
が
、

春
に
な
る
と
精
一
杯
健
気
に
咲
い
て
い
る
姿
に
は
心
癒
や
さ

れ
ま
す
。
や
が
て
左
手
に
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
松
月
が
葉
の
緑
と

映
え
て
清
雅
に
咲
き
、
隣
に
は
濃
い
ピ
ン
ク
の
江
戸
が
手
毬
の

よ
う
に
華
麗
に
花
び
ら
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

中
央
の
デ
ッ
キ
広
場
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所
に
は
、

関
山
が
濃
い
紅
色
の
豊
潤
な
花
を
咲
き
始
め
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
で｢

大
島
桜
は
桜
餅
の
葉
の
材
料
で
、
関
山
は
お
祝
い
の
時
の

桜
湯
や
桜
ア
ン
パ
ン
の
真
ん
中
の
桜
の
塩
漬
け
の
材
料
で
す｣

と

言
い
ま
す
と
皆
さ
ん
、
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
納
得
な
さ
い
ま

す
。
ま
た
、
隣
に
は
咲
き
残
り
の
薄
紅
色
の
御
車
返
し
が
貝
殻

の
よ
う
な
花
び
ら
を
広
げ
、

風
に
揺
れ
て
ま
し
た
。
こ
の

花
は
手
賀
沼
で
は
た
っ
た
一

本
の
珍
し
い
愛
ら
し
い
桜
で

す
。 

 

後
ろ
を
振
り
返
る
と
水
の

館
側
に
は
、
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
植
え
ら
れ
た
緑
色
の
桜
の

御
衣
黃
が
控
え
目
に
咲
い
て

い
ま
す
。
こ
の
桜
は
昔
の
高

貴
な
方
の
着
た
衣
が
黄
色

か
ら
緑
色
の
も
の
が
多
く
、

こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ

て
ま
す
。
隣
に
は
淡
い
花
び

ら
の
樋
口
一
葉
の
面
影
を

し
の
ば
れ
る
よ
う
な
一
葉

桜
が
、
楚
々
と
咲
い
て
い
ま

し
た
。 

 

釣
り
堀
あ
た
り
を
過
ぎ
て

間
も
な
く
、
梅
護
寺
数
珠
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嘉納治五郎先生 銅像を大切に！！ ～我孫子第一小学校児童会 R3年3月～ 

  

 

            

 

    コロナ禍の中で教育活動が展開された令和2年度。休校、分散登校そして新しい生活 

様式の中での制限された学習。子ども達にとって経験したことがない苦戦の多い 1年でし 

た。3月になってしまいましたが、児童会の５・6年生が「治五郎先生の銅像を大切にする 

活動1回目」を行いました。歯ブラシと布を持参し、きれいに磨き上げました。我孫子市や 

我孫子第一小学校に縁の深い嘉納治五郎先生を一小っ子で守っていきたいと思います。 

令和3年度は、代表委員会の議題にあげて、どのように取り組んでいくのかを話し合い、 

この活動を全校に広げていけたらと願い、退職しました。（前校長 山口祐子） 

 

 

 

 

 

 

 

 



掛
桜
が
五
、
六
本
、
葉
陰
に
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
の
花
の
由
来
は
、

新
潟
県
の
梅
護
寺
で
親
鸞
上
人
が
説
法
さ
れ
た
折
に
、
近
く

に
あ
っ
た
桜
の
枝
に
御
数
珠
を
掛
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
木

に
数
珠
の
よ
う
な
丸
い
蕾
と
花
が
咲
い
た
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

葉
と
共
に
咲
く
の
で
、
豪
華
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
独
特
な
花
の

咲
き
方
を
愛
で
る
事
が
出
来
、
趣
の
あ
る
桜
で
し
た
。 

当
日
（
四
月
八
日
）
の
参

加
者
は
元
近
代
文
学
講
座

か
ら
当
会
に
入
会
さ
れ
た

八
人
の
う
ち
五
人
の
方
及

び
希
望
者
三
人
。
一
人
の
方

は
車
椅
子
の
た
め
、
ご
主
人

様
が
付
き
添
わ
れ
て
の
参

加
で
し
た
。
お
昼
を
過
ぎ
ま

し
た
の
で
、
水
の
館
前
ま
で

戻
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

手
賀
沼
遊
歩
道
の
桜
の

魅
力
は
、
水
辺
の
佇
ま
い
と

多
く
の
種
類
の
桜
を
長
い
期

間
楽
し
め
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
今
年
は
飲
食
を
伴
っ

た
お
花
見
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
う
し
た
花
そ

の
も
の
を
見
て
知
り
楽
し
む
桜
散
策
は
、
な
か
な
か
有
意
義
で

し
た
。
皆
さ
ん
、
二
人
、
三
人
と
歓
談
し
な
が
ら
花
を
眺
め
て
、

和
や
か
な
親
睦
の
ひ
と
と
き
を
愉
し
み
ま
し
た
。 

 

「
そ
れ
か
ら
の
ま
さ
か
ど
」 

戸
田 

七
支
（か
ず
ゆ
き
） 

 

我
孫
子
及
び
そ
の
周
辺
で
何
故
将
門
に
関
す
る
伝
説
が
多 

く
存
在
す
る
の
か
？
我
孫
子
と
将
門
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
っ

た
の
か
？
等
々
に
つ
い
て
拙
論
を
述
べ
て
来
た
。
我
孫
子
は
将

門
に
と
っ
て
故
郷
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
世
間
に
広
く
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
敢
え
て
先
へ進
も
う
と
思

う
。
我
孫
子
が
将
門
の
本
拠
地
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
け
れ

ば
将
門
の
死
後
、
秀
郷
・貞
盛
軍
に
よ
る
略
奪
と
殲
滅
の
惨
劇

を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
勝
ち
組
に

よ
る
こ
の
種
の
行
為
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
行

為
の
存
在
は
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
将
門
の
乱
に
於
い
て
も

柏
の
花
の
前
古
代
製
鉄
所
跡
が
乱
の
後
、
徹
底
的
に
破
壊
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
我
孫
子
の
龍
泉
寺
が
乱
の
後
焼
失
し
て
い
る

こ
と
、
柏
の
布
瀬
明
神
（鳥
見
香
取
神
社
）が
乱
に
係
わ
っ
て
焼

失
し
た
事
、
こ
れ
ら
は
将
門
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
為
に
略
奪
の

惨
劇
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
キ
ュ
ウ
リ
を
植
え

な
い
、
成
田
山
へは
参
し
な
い
、
桔
梗
を
植
え
な
い
、
等
詣
々

数
々
の
伝
説
が
生
ま
れ
た
。
中
で
も
将
門
神
社
草
創
の
言
い
伝

え
は
重
い
意
味
を
伝
え
て
い
る
。「
公
の
戦
死
に
遭
う
や
主
従

の
霊
魂
が
布
瀬
明
神
下
よ
り
騎
馬
に
て
手
賀
の
海
を
わ
た
り

岡
陵
に
登
り
て
朝
日
を
拝
み
処
へ祠
を
た
て
た
」と
言
う
伝
説

で
あ
る
。
こ
の
伝
説
の
真
意
は
将
門
の
死
後
、
敵
軍
に
依
る
殲

滅
の
惨
劇
を
目
の
当
た
り
に
し
た
村
人
が
将
門
が
い
た
ら
こ
ん

な
酷
い
事
に
は
な
ら
な
い
。
例
え
霊
魂
に
な
っ
て
も
戻
っ
て
来
て

ほ
し
い
と
の
願
望
が
こ
の
伝
説
を
残
し
た
。
一
見
荒
唐
無
稽
に

思
わ
れ
る
が
、
本
拠
地
の
み
に
あ
る
特
異
な
伝
説
で
あ
り
、
村

人
の
強
い
願
望
を
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
を
飛
ぼ
う
が
水
中

に
潜
ろ
う
が
自
在
で
許
さ
れ
る
。 

今
一
つ
我
孫
子
本
拠
地
説
を
示
す
記
述
が
将
門
記
に
あ
る
。

「…
と
書
か
れ
て
い
る
。
王
城
を
下
総
国
の
亭
南
建
つ
べ
し
。
兼

て
檥
橋
を
以
っ
て
号
し
て
京
の
山
崎
と
為
（ナ
）す
。
相
馬
郡
大

井
の
津
を
以
っ
て
京
の
大
津
と
（セ
）む
。…

」と
書
か
れ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
場
所
に
比
定
さ
れ
る
所
が
我
孫
子

市
周
辺
に
存
在
す
る
。
相
馬
郡
将
門
亭
の
南
へ王
城
を
建
て
る

べ
し
と
あ
る
が
、
現
在
の
湖
北
地
区
公
民
館
（我
孫
子
市
中
里

１
番
地
３
号
）が
将
門
亭
、
居
館
の
所
在
地
と
考
え
る
。
そ
の

南
５
０
０
Ｍ
に
旧
湖
北
高
校
、
相
馬
郡
衙
遺
跡
（我
孫
子
市
日

秀
４０
番
地
）が
あ
る
。
将
門
は
関
八
州
を
制
覇
し
て
敗
死
を

遂
げ
る
ま
で
３
ヶ
月
し
か
な
い
。
一
時
の
王
城
と
し
て
こ
こ
を

選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
次
に
檥
橋
を
以
っ
て
京
の
山
崎
と
為

（ナ
）す
。
と
あ
る
が
、
相
馬
郡
衙
遺
跡
の
岡
陵
の
下
に
古
代
の

港
と
し
て
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
入
江
が
あ
る
。
荷
物
の
搬

入
に
は
港
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
設
備
で
あ
る
（我
孫
子
市
久

保
田
１
６
４
番
地
）。
最
後
は
相
馬
郡
大
井
の
津
を
以
っ
て
京
の

大
津
と
為
（セ
）む
、
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
柏
市
大
井
（郵

便
番
号
２
７
９-

０
９
０
２
）が
比
定
さ
れ
る
。
大
津
川
の
河
口
の

あ
た
り
で
あ
ろ
う
。
此
の
あ
た
り
の
人
達
は
数
百
年
の
昔
か
ら

将
門
記
に
書
か
れ
て
い
る
大
井
の
津
と
は
此
処
の
事
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
に
王
城
と
居
館
を
求
め
て
い

る
が
、
無
理
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
対
岸
に
あ
る
我
孫
子
市
中

里
・日
秀
の
居
館
と
王
城
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
で
大
井
の
津
が

特
定
さ
れ
、
そ
の
真
実
性
が
確
実
な
も
の
と
な
ろ
う
。
縷
々
と

述
べ
て
参
り
ま
し
た
が
我
孫
子
将
門
の
本
拠
地
、
故
郷
で
あ
っ

た
こ
と
了
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。 

次
に
将
門
の
人
物
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ま
で
は
謀
反
人
、
、
反
逆
者
、
狂
暴
な
人
物
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
実
像
は
真
逆
な
姿
が
見
え
る
。
謀
反
の
始
ま
り

と
な
る
石
岡
の
国
府
襲
撃
は
、
藤
原
玄
明
の
要
請
に
よ
り
、
新

し
く
赴
任
し
て
き
た
常
陸
介
、
藤
原
維
幾
と
の
揉
め
事
を
調

停
す
る
目
的
で
出
動
し
た
も
の
が
、
弾
み
で
予
期
し
な
い
展
開

と
な
り
、
国
の
収
容
物
を
分
配
し
修
羅
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
藤
原
維
幾
を
殺
害
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
続
い
て
下
野
、

上
野
の
国
府
を
襲
撃
す
る
が
、
国
司
は
将
門
集
団
が
来
襲
す

る
や
直
ち
に
国
印
と
鍵
を
差
し
出
し
将
門
も
受
取
書
を
手
交

し
て
い
る
。
こ
の
様
に
し
て
平
和
裏
に
権
限
の
移
譲
を
果
た
し

た
。
か
く
し
て
瞬
く
間
に
関
八
州
を
掌
握
し
た
。
こ
の
間
一
切

の
戦
闘
行
為
を
し
て
い
な
い
の
が
分
か
る
。
そ
こ
に
は
狂
暴
な

反
逆
者
と
し
て
の
将
門
は
い
な
い
。
し
か
し
天
慶
二
年
十
二
月
、

朝
廷
よ
り
謀
反
人
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
藤
原
秀
郷
・平
貞
盛

軍
と
激
し
い
戦
闘
状
態
と
な
れ
ば
狂
暴
な
将
門
が
出
現
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
不
運
に
も
天
慶
三
年
二
月
十
四
日
、
将
門

の
頭
部
に
流
れ
矢
が
当
た
り
絶
命
す
る
。 

将
門
記
は
此
の
あ
た
り
で
主
要
な
記
述
は
終
わ
り
と
な
る

が
、
将
門
の
本
拠
地
我
孫
子
の
周
辺
は
秀
郷
・貞
盛
軍
に
依
る

略
奪
と
殲
滅
の
惨
劇
に
見
舞
わ
れ
る
。
将
門
の
主
要
な
武
将

達
は
悉
く
逃
亡
先
で
斬
殺
さ
れ
た
。
秩
父
の
山
中
に
隠
れ
て
い

た
逃
亡
者
９９
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
言
う
伝
説
が
あ
る
。
こ
れ

は
婦
女
子
を
含
む
全
員
が
殺
害
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
本
拠
地
の
我
孫
子
周
辺
で
は
ど
ん
な
酷
い
こ
と
が
起
こ
っ

た
か
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
将
門
が
平
和
裏
に
関
八
州
を
手

中
に
収
め
た
時
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
。 

                                

我孫子の文化を守る会                                  ６ 



近
頃
我
孫
子
で
は「
将
門
の
本
拠
地
我
孫
子
」を
核
に
し
て

街
お
こ
し
を
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た

の
が「
将
門
ビ
ー
ル
」「
将
門
餅
」で
あ
る
。
そ
れ
を
頂
く
時
に
は

将
門
を
始
め
乱
で
命
を
失
っ
た
多
く
の
の
犠
牲
者
に
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
て
欲
し
い
。
味
も
一
層
深
い
も
の
と
な
ろ
う
。
最
近

将
門
神
社
の
宮
司
さ
ん
も
驚
く
ほ
ど
、
参
詣
者
が
増
え
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
世
間
の
注
目

が
集
ま
っ
た
と
思
え
る
が
、
将
門
神
社
周
辺
の
岡
陵
地
帯
は
大

き
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
江
戸
城
、
神
田
明

神
、
将
門
神
社
を
結
ぶ
と
北
東
・艮
（う
し
と
ら
）の
方
角
を
指

し
て
お
り
、
鬼
門
を
抑
え
て
い
る
。
更
に
そ
の
先
に
は
霊
峰
筑

波
山
が
座
し
て
い
る
。
将
門
を
始
め
多
く
の
怨
念
が
そ
こ
に
留

ま
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
成
田
山
新
勝
寺
、
神
田
明

神
を
凌
ぐ
ビ
ッ
ク
パ
ワ
ー
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
門
前
市
を

な
す
日
を
見
る
の
も
遠
く
な
い
。 

（お
わ
り
） 

  
  

「そ
れ
か
ら
の
ま
さ
か
ど
」へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ 

 
 

戸
田
七
支
（か
ず
ゆ
き
）  

将
門
に
と
り
つ
か
れ
て
も
う
５
年
と
な
ろ
う
か
、
私
な
り
に

一
つ
の
区
切
り
が
つ
い
た
よ
う
な
の
で
、
私
の
将
門
論
を
話
し

て
、
皆
様
方
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
我
孫
子
で
幾
度
も
将
門
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
何
故
我
孫
子
で
将
門
か
、
将
門
と
我
孫
子
に
は
ど
ん
な

関
係
が
あ
る
の
か
肝
心
な
点
に
つ
い
て
明
確
な
答
え
が
な
か
っ
た
。 

世
の
研
究
者
達
は
１
級
資
料「
将
門
記
」か
ら
研
究
を
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
が
、
将
門
記
に
は
前
半
部
の
１
部
が
欠
落
し
て

い
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
我
孫
子
の
将
門
が
書

か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
結
論
を
述
べ
よ
う
。
我
孫
子
は
将

門
の
本
拠
地
、
居
住
地
、
故
郷
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
多
く
の
伝
説
、
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
貴

重
な
記
述
が
将
門
記
に
あ
る
。「
其
記
文
に
曰
く
、
王
城
を
下

総
国
の
亭
南
に
建
つ
べ
し
。
兼
て
檥
橋
を
以
っ
て
京
の
山
崎
と

為
、
相
馬
郡
大
井
の
津
を
以
っ
て
京
の
大
津
と
為
（セ
）む
。
」と

あ
り
、
そ
れ
に
比
定
さ
れ
る
場
所
が
我
孫
子
市
中
里
、
日
秀
、

柏
市
の
大
井
地
区
に
歴
然
と
存
在
し
て
い
る
。
茨
城
県
南
西

部
に
そ
れ
を
求
め
て
い
る
が
あ
る
訳
が
な
い
。
将
門
の
居
館
と

王
城
が
我
孫
子
に
あ
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
け
た
と
思
う
。 

ま
た
本
拠
地
で
あ
っ
た
が
故
に
将
門
の
死
後
、
略
奪
と
殺
人

の
惨
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
多
く

の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
と
思
う
。
冥
福
を
祈
り
た
い
。
将
門
が

関
八
州
を
制
覇
し
た
時
、
石
岡
の
国
府
の
時
を
除
い
て
、
一
切

の
戦
闘
行
為
は
無
く
、
平
和
裏
に
権
限
の 

移
譲
を
み
て
い
る
。
一
方
勝
ち
組
の
秀
郷
・貞
盛
軍
の
行
っ
た

乱
暴
狼
藉
を
問
う
声
は
無
く
、
将
門
の
み
が
謀
反
人
の
烙
印

を
お
さ
れ
歴
史
に
そ
の
名
を
残
さ
れ
た
。
怨
霊
の
神
と
な
っ
て

祟
り
を
な
す
の
も
理
解
で
き
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
江
戸
城
、

神
田
明
神
、
日
秀
の
将
門
神
社
、
将
門
の
居
館
（コ
ホ
ミ
ン
）は

一
本
の
線
上
に
あ
り
、
北
東
の
方
角
、
鬼
門
に
連
な
っ
て
い
る
。 

神
田
明
神
、
成
田
山
新
勝
寺
を
凌
ぐ
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
放
談
ク
ラ
ブ
で
お
会
い
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  
  

会
員
か
ら
の
情
報 

当
会
会
員
の
吉
澤
淳
一
さ
ん
か
ら
情
報
提
供
の
メ
ー
ル
が

あ
り
ま
し
た
。 

「
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
の
会
員
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
、

ご
参
考
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
」（写
真
（左
）と
育
て
る
会
会
員

か
ら
の
メ
ー
ル
（右
下
枠
内
）） 

            

 
 

講
道
館
か
ら
別
荘
（
臨
湖
閣
）
の
写
真
を
借
用 

講
道
館
図
書
部
の
ご
好
意
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
写
真
に 

よ
り
当
時
の
様
子
が
垣
間
見
れ
る
。 
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あ
び
こ
だ
よ
り
９５

号 

From: 宮内昭男 <a.miyauchi@me.com> 

Sent: Saturday, April 3, 2021 4:26 PM 

Subject: 柳 宗悦、バーナードリーチの足跡を見つけました 

  

見つけた場所は、那覇市の焼物博物館です。 

私は特別、焼物に興味はありませんが、多くの催し物が中止となる中、 

焼物博物館が無料となりシーサー展もやっているので、暇つぶしに行きま 

した。 

すると意外にも、柳宗悦、バーナードリーチ、濱田庄司、の沖縄において 

大活躍したことが展示されていました。(別添ご参照) 

もっと驚いたのは、沖縄県が標準語を強制していることに対し、柳は反対 

して沖縄県と論争までしたとの論文もありました。 

また、民藝運動が沖縄の壺焼き職人にプライドを持たせ、励みになったよ 

うです。 

さらに戦前、沖縄の焼き物を収集して貴重な作品を残したとのことです。 

戻りましたら、日本民芸館に行って見ようと思います。 

                             宮内 

 



 

第
二
十
八
回
短
歌
の
会
（
最
終
採
択
の
一
首
） 

三
月
三
十
日
実
施 

 
 
 
 
 
 

春
の
小
川
に
優
し
き
リ
ズ
ム
思
ひ
つ
つ 

つ
い
口
ず
さ
む
小
学
唱
歌 

藤
川 

綾
乃  

梅
林
に
ふ
き
上
げ
た
り
し
蕗
の
た
う 

失
せ
て
酢
和
え
と
今
年
の
に
が
み 

佐
々
木 

侑 
 も

う
少
し
つ
や
や
か
に
歌
え
恋
の
う
た 

水
仙
香
る
庭
に
立
つ
猫 

納
見 

美
恵
子  

お
香
焚
き
天
空
ゆ
ら
ぐ
煙
の
中
に 

今
日
の
幸
せ
よ
ろ
こ
び
と
な
す 

飯
高 
美
和
子 

 

悲
し
み
や
怒
り
ば
か
り
か
愛
ま
で
も 

時
は
消
し
ゆ
く
残
酷
に
し
て 

美
崎 

大
洋  

四
年
目
に
河
津
桜
の
咲
き
揃
ふ
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
は 

声
た
け
な
は
に 

村
上 

智
雅
子  

妻
と
来
て
手
賀
沼
の
畔
に
足
を
止
め 

水
鳥
集
う
水
面
を
見
つ
む 

芦
崎 

敬
己  

葉
を
落
し
楚
々

そ

そ

た
る
冬
木
例
ふ
れ
ば 

 

清 す
が

し
く
生
き
し
男
の
晩
年 

伊
奈
野 

道
子 

 

學
校
の
帰
り
に
橋
の
欄
干
を
と
び
降
り 

落
下
傘
ま
ね
た
る
日
あ
り 

三
谷 

和
夫  

外
出
を
た
め
ら
ふ
庭
に
大
輪
の 

椿
ぽ
と
り
と
花
首
お
と
す 

大
島 

光
子 

志
賀
直
哉
邸
跡
の
「
ハ
ク
オ
ト
メ
」 

 

当
会
が
創
立
２０
周
年
の
記
念
と
し
て
植
樹
し
た
椿 

「
ハ

ク
オ
ト
メ
」（白
乙
女
）が
ツ
ボ
ミ
を
付
け
、
４
輪
、
白
い
花
を
つ

け
た
（４
月
３０
日
現
在
、
写
真
）。
植
樹
か
ら
２０
年
経
つ
に
し

て
は
幹
の
育
ち
が
悪
い
と
一
部
で
言
わ
れ
て
お
り
、
周
り
の

樹
木
の
影
響
ま
た
は
陽
当
た
り
の
関
係
で
は
な
い
か
と
も
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
市
の
所
有
地
で
あ
り
、
周
り
の

樹
木
の
葉
や
枝
を
勝
手
に
切
り
落
と
す
こ
と
も
、
ま
た
別
の

場
所
に
移
植
も
で
き
ず
、
現
在
市
の
公
園
緑
地
課
に
対
応
を

相
談
し
て
い
る
。 

          
□
「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 
６
月
５
日
（土
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 
我
孫
子
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
（並
木
）第
２
・第
３
会
議
室 

講
師 

戸
田
七
支
氏
（当
会
役
員
） 

演
題 

｢

そ
れ
か
ら
の
ま
さ
か
ど｣

への
プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

（７
ペ
ー
ジ「
あ
び
こ
だ
よ
り
９５
号
」参
照
く
だ
さ
い
） 

◎
参
加
費
、
会
員
無
料
、
非
会
員
三
〇
〇
円
（
定
員
３５
名
） 

申
込
み
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（七
一
八
五
）〇
六
七
五 

佐
々
木
ま
で 

 

□ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
短
歌
の
会
」
予
定 

第
二
十
九
回
短
歌
の
会 

日
時 

５
月
２５
日
（火
）
１３
時
３０
分
〜 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
１０
階
小
会
議
室  

 
 □ 

美
手
連
総
会 

日
時 

６
月
１９
日
（土
）
１０
時
〜 

場
所 

水
の
館
会
議
室 

□
あ
び
こ
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会 

日
時 

５
月
２８
日
（金
）
１４
時
～ 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
７
階
（介
護
研
修
室
） 

□
白
樺
文
学
館
の
展
示
情
報 

企
画
展
示
と「
白
樺
派
と
我
孫
子
」、「
民
藝
運
動
と
我
孫

子
」と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
展
示
を
交
互
に
開
催
。 

期
間 

３
月
３
日
（水
）か
ら
６
月
２７
日
（日
） 

常
設
テ
ー
マ「
白
樺
派
と
我
孫
子
２
０
２
１
」前
期 

内
容 

今
年
は
白
樺
文
学
館
が
開
館
し
て
２０
年
、
志
賀
直
哉

没
後
５０
年
と
な
り
ま
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
と
し
て
の
常
設
テ

ー
マ「
白
樺
派
と
我
孫
子
」、
今
回
は
旧
白
樺
文
学
館
所
蔵
資

料
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。 
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『我孫子の文化四十年のあゆみ』  
追加部数の申し込み方法について 

 
連絡方法（メールまたは電話） 
メール 
mss_misaki@yahoo.co.jp 
 
ＴＥＬ   080-3410-4426 
    04-7182-0861 
お名前（振込者名）を明示の上、必要
部数の金額を下記口座にお振込みく
ださい。 
 
振込先  
（金融機関）ゆうちょ銀行 
（店名）ゼロゴハチ（〇五八） 
（店番）０５８  （預金種目）普通預金 
（口座番号）４５８９２１１  
（口座名）ミサキ タイヨウ 

編
集
後
記 

今
回
の
会
報
に
当
会
に
関
係
す
る
２
件
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
掲
載
し
た
。
う
ち
１
件
は
３
月
に
定
年
と
な
ら
れ
た

山
口
祐
子
前
我
孫
子
第
一
小
校
長
か
ら
の
治
五
郎
像
の
掃
除

に
関
す
る
情
報
。
治
五
郎
に
縁
の
あ
る
第
一
小
で
は
市
内
の
他

の
小
学
校
と
は
異
な
り
治
五
郎
に
つ
い
て
の
特
別
な
教
育
を
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
山
口
前
校
長
か
ら
は「
次
の
校
長
先
生

に
銅
像
の
掃
除
に
つ
い
て
伝
え
る
」と
の
コ
メ
ン
ト
も
頂
い
て
い
る

▲
コ
ロ
ナ
第
４
波
は
感
染
力
の
強
い
変
異
株
への
置
き
換
わ
り
が

急
速
に
進
み
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
感
染
情
報
も
毎
日
ネ
ッ

ト
で
見
ら
れ
る
が
、「
感
染
経
路
不
明
」、「
行
動
歴
発
表
無
し
」

が
多
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し
た
結
果
と
思
う
が
、「
見
え

な
い
敵
」と
戦
う
我
々
の
行
動
の
参
考
に
な
ら
な
い
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
い
だ
国
も
あ
る

が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
損
失
と
、
統
制
の
強
化
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ

の
関
係
だ
▲「
い
つ
ま
で
続
く
ぬ
か
る
み
ぞ
」の
感
強
し
。
（美
崎
） 

当会のホームぺージ http://abikonobunka.sakura.ne.jp/ 
 

https://www.city.abiko.chiba.jp/event/shiseki_bunkazai/shirakaba/shozouhin.html
https://www.city.abiko.chiba.jp/event/shiseki_bunkazai/shirakaba/shozouhin.html
mailto:mss_misaki@yahoo.co.jp
http://abikonobunka.sakura.ne.jp/

